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問題、ニーズを分析し、必要なことを効果的、効率的、魅力的に学習し
て必要な能力を身につけ、その能力で問題やニーズに対処し、その結果を
評価して対応することができる能力が必要

未知の文化、未知の言語等に対
応できる力が必要‐‐‐‐‐違いが何か
を感じ取り分析し、対応するこ
とが必要

日本の中では考えられないよう
な未知の問題、課題、ニーズが
ある‐‐‐‐‐‐‐これを感じて分析する
力が必要

激しく変わる状態に柔軟に対応
する必要‐‐‐‐‐‐常に繰り返えす必
要

関税が無くなるだけでなく、人
の移動が自由化される

日本人が海外にでていき仕事を
することが増える‐‐‐‐‐‐‐未知の経
験に対応することが必要

海外の人が日本に来て、日本人
と協働することが増える‐‐‐‐‐‐‐未
知の経験に対応することが必要

効果的、効率的に、しかも楽し
く仕事をする方法を作り上げる
ことが必要

企業の海外移転 TPP

これは
現在

将来は?



小学校、中学校、高校、大学さ
えも「授業を黙って聞いて、聞
いたことを記憶できた人が頭が
良い」と評価する(事が多い?)

PISA(Programme for 
International Student 
Assessment)対応の教育に於いて
も単に回答方法を覚えさせると
いう教育がある(のではないかと
見える?)

親がどのような仕事をしている
かを知る機会がない(疲れた親は
家ではゴロゴロしているだけ。
ゴロゴロが親の仕事だと思って
いる?)

社会にどのような仕事があるか
知らないから、自分が何になり
たいか分からない(または、単に
金が稼げる仕事が良い仕事と思
う?)

自分の仕事の選択をする方法を
身につけていない

学習とは記憶と思っている 仕事を知らない

自分を知る 自分のまわりを
知る

ゆとり教育の目的は、覚える知識量を減
らすことではなく、もっと深く物事を考
えさせること(ではないか?)

灘中の橋本先生の「銀の匙」の授業は
使った本は短かったが、生徒自身に結
び付けて非常に深く考えさせた。
橋本先生曰く「国語は学ぶ力の背骨で生きる力」



大学でのドロップアウト

言われたことを覚えることはで
きるが自分で考えることができ
ない

なにがしたいか分からない

就職先の選定ができない(将来を
考えることができない)

無難に過ごすことが大事(海外留
学なんか絶対しない。大変だし、
日本で就職できなくなる。海外
企業に就職? ありえない!!)

入社して直ぐにやめる

言われたことはするが、自分で
なにをすればよいか考えること
ができない

なにがしたいか分からない

「社長になりたい」という新人
がいない

無難に過ごすことが大事(挑戦す
るなどということは、無理、無
駄。なにも無しに過ごすことが
最高)

大学生 新入社員

こうしない為には「学習力」が必要



「学習力」の定義は色々考えられると思いますが学習力トレーニングにおけ
る「学習力」の理念とは

個人とその個人が所属する組織とその組織が所属する社会が必要と
する能力を「効果的」「効率的」「魅力的」に学習し、獲得した能力
を活用することにより、個人が成長し、組織が繁栄し、社会が発展す
ることができる能力を「学習力」と定義する。
「学習力」は活用したら評価して、より深く掘り下げたニーズの分

析から再度新しい学習方法を開発して、学習を繰り返していくことが
必要である。
「学習力」は各自が命絶えるまで成長させ、活用を図っていかなけ

ればならないものである。



・自分の成長という観点から自分の問題、ニーズを知ることができる
・自分の成長が組織の発展にどのように寄与することができるか考え、

自分の成長と組織の発展を統合して進めることができる
・組織の発展が社会の繁栄にどのように寄与することができるか考え、

組織の成長と社会の繁栄を統合して進めることができる
・上記を実現するために、インストラクショナルデザイン手法を活用

して、「自分や組織、社会のニーズ分析」、自分の「学習の設計」
「学習方法の開発、選択」「学習の実施」「学習結果の評価」がで
きる。
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・ADDIEプロセス(Lee & Owens)
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IDとは教育の真のニーズ充足のために学習の効果・効率・魅力向上を図る方法
論である。





・言われたことは覚えるが、自分で何を学習すれば良いかわからない
・学習とは記憶することだと思っている
・大学（学校）を出たらもう勉強などしない
・勉強は嫌い、学校も嫌い、仕事も嫌い
・海外留学をする学生も減少し、日本は衰退の道？
・海外勤務、海外企業勤務は嫌だ
・海外の人を採用する企業が増加（日本の新卒には必要な能力がない？）
・想像力もモラルも無い受験エリート
・大学中退、新入社員の退職が多い

このような大学生、社会人にしないためには「学習力」を子供のときに付け
る必要がある。



建国者ﾘｰｶﾝﾕｰ氏
「国の資源は人、

確固たる教育が必要」

世界で仕事

幼い時から
職業を意識
して学習し
ている彼ら
に、日本の
学生は太刀
打ちできる

か



参考:子供に仕事を考えさせる本。
読んでいる中学生はほんのわずか



実施してみましょう・00学習トレーニング実施項目.xlsxを開く



実施してみましょう・00学習トレーニング実施項目.xlsxを開く



「学習力」学習実施方法は、
普及される組織に合わせて実
施できる。

・先生に対するセミナー実施

・夏休みなどに生徒に対し分析さ
せる

・「学習力トレーニング」を読ま
せ、分析ファイルを配布する
(高校生以上が対象、中学生で
も学習の可能性はある)

・繰り返して学習することが「学
習力」を向上させる鍵

分析実施項目

実施項目
現在の自分の学習の評価 ○ ○ ○
自分の学習した活性知識例 ○ ○
自分の学習した不活性知識例 ○ ○
欲求満足度分析 ○ ○ ○ ○
現在の自分の学習方法、学習目的を振り返る ○ ○ ○ ○
好きなことの分析 ○ ○ ○ ○
得意なことの分析 ○ ○ ○ ○
自分の選んだ仕事の分析 ○ ○ ○ ○
仕事はだれのどのような欲求を満足させるか ○ ○ ○ ○
自分のＬｉｆｅ計画の立案 ○ ○ ○ ○
自分の学習ニーズ調査対象 ○ ○
自分の学習ニーズ分析 ○ ○
自分の学習ゴール設定 ○
自分の学習ゴール評価 ○
自分の学習者としての特徴分析 ○ ○
自分のしたい仕事のタスク分析 ○ ○
自分のしたい仕事の学習目標分析 ○ ○
自分の学習タイプ ○ ○
メディア分析
学生によるメディアの選択 ○
ガニエの９教授事象の学習への応用 ○ ○
ガニエの９教授事象に関する良かった授業、悪○ ○ ○
ガニエの９教授事象に関する自分の選択した仕○
ARCSモデルに関する良かった授業、悪かった ○ ○ ○
ARCSモデルに関する自分の選択した仕事の学○ ○
メディア開発コスト分析
大学生の受講コスト分析 ○
学習評価 ○

活用項目(例)

大
学
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生

大
学
選
択

高
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小
学
生

00学習トレーニング実施項目.xlsx



大学新入生に学習してもらえるか、学習が可能か

「発言させたら、次の授業には出てこない」

「グループ学習？不可能だよ、そんなこと」

「黙って黒板をノートにコピーさせるのが一番良い」

就職活動開始時などにこの学習がしてもらえるか

「まずは、挨拶の一つでも覚えさせることが必要」

「無駄、無駄、それ以前のレベルだよ」

大学の経営陣はこのような教育をどのように考えるか

「大学の生き残りに役立つなら使ってやってもよいが…… 」

教員はこのような教育をどのように考えるか

「必要かもしれないが、自分には関係ない」



http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2010/030.html

自分で何をすべきか考え、責
任を持って仕事をすることが

できる

独りよがりではなく、
力を結集し

自分で問題を見つけ、その解
決のため学習し、その活用結
果を自分で評価して、自分を

成長させていける

「学習力」と
採用条件との関

係は?



・海外進出事業の増加というだけではない
・企業が求める能力を持った人員が、日本人よりも外国人に多い
・日本の本社で勤務する外人新入社員が増加していく
・日本の企業の中核も外人新入社員から育った人が多くなる

「自分で自分を成長させていける人が必要とされている!」

初等中等教育から「学習力」を持たせましょう



・自分の成長という観点から自分の問題、ニーズを知ることができる
・自分の成長が組織の発展にどのように寄与することができるか考え、

自分の成長と組織の発展を統合して進めることができる
・組織の発展が社会の繁栄にどのように寄与することができるか考え、

組織の成長と社会の繁栄を統合して進めることができる
・上記を実現するために、インストラクショナルデザイン手法を活用

して、「自分や組織、社会のニーズ分析」、自分の「学習の設計」
「学習方法の開発、選択」「学習の実施」「学習結果の評価」がで
きる。



lbsstudio@support.email.ne.jp
http://www.ne.jp/asahi/lbs/studio/LBS研究スタジオ 内田 実
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